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「表面金利」と
「実質金利」

　
長
年
続
い
て
き
た
超
低
金
利
時
代
が

幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
と
同

時
に
、
久
し
ぶ
り
の
金
利
上
昇
局
面
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
中
小
企
業
の
間
に

は
、
自
社
の
借
入
金
利
（
新
規
、
既
存

と
も
に
）
が
上
昇
す
る
こ
と
で
「
業
績

に
大
き
な
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
金
利
の
基
本
知

識
を
理
解
し
、
金
融
機
関
と
の
取
引
に

活
か
す
方
法
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

も
大
事
な
の
は
、＂
金

融
機
関
取
引
に
お
け
る

金
利
の
仕
組
み
＂
を
知

っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

　
そ
の
な
か
で
も
特
に

押
さ
え
て
欲
し
い
の

が
、「
表
面
金
利
」
と

「
実
質
金
利
」
に
つ
い

て
で
す
。

表
面
金
利
と
は

⑴�

　
表
面
金
利
の
決
ま

り
方

　「
表
面
金
利
」
は
、

個
々
の
借
入
れ
に
適
用

さ
れ
る
金
利
（
適
用
金

利
）
の
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
、
基
準
金
利

（
金
融
機
関
が
顧
客
向

け
に
金
利
を
設
定
す
る
際
に
基
準
と
す

る
金
利
）
は
１
・
２
７
５
％
で
、
実
際

に
Ａ
社
の
借
入
れ
へ
の
適
用
金
利
は

０
・
８
７
５
％
で
あ
る
、
と
い
っ
た
具

合
で
す
。

　
借
入
れ
を
す
る
際
、
金
融
機
関
か
ら

呈
示
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
表
面
金

利
で
す
。

　
通
常
、
企
業
側
は
呈
示
さ
れ
た
表
面

金
利
か
ら
、
金
利
の
高
低
を
判
断
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
間
違
い
で

 ﹁
表
面
金
利
﹂と﹁
実
質
金
利
﹂

　
ひ
と
口
に
金
利
と
言
っ
て
も
、
新

聞
・
雑
誌
等
で
毎
日
の
よ
う
に
目
に
す

る
国
債
の
金
利
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
金
利
も
、
企

業
が
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
を
す
る

際
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
ま
す
。

で
す
が
、
そ
う
し
た
金
利
の
動
き
よ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
中
小
企
業
が
金
融
機
関
と

取
引
し
て
い
く
う
え
で
は
、
表
面
金
利

だ
け
を
み
て
借
入
条
件
の
有
利
・
不
利

を
判
断
す
る
の
は
控
え
た
ほ
う
が
賢
明

で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
表
面
金
利
は

「
基
準
金
利
プ
ラ
ス
α
」
で
決
ま
る
か

ら
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
基
準
金
利
と
プ
ラ
ス

α
部
分
の
金
利
が
そ
れ
ぞ
れ
何
％
か
を

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵
　
基
準
金
利
と
は

　
近
年
、
基
準
金
利
に
は
、T

IBO
R

・

３
か
月
物
や
短
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
な

ど
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。T

IBO
R

（T
okyo InterBank 

O
ff ered Rate

）
は
東
京
銀
行
間
取
引

金
利
の
こ
と
で
、
要
は
銀
行
間
の
資
金

を
や
り
取
り
す
る
際
の
金
利
で
す
。

　
１
週
間
物
、
１
か
月
物
、
３
か
月

物
、
６
か
月
物
、
12
か
月
物
の
５
種
類

が
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協

会
か
ら
公
表
し
て
い
る
た
め
、「
全
銀

協T
IBO

R

」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
２
０
２
４
年
３
月
29
日

時
点
のT

IBO
R

・
３
か
月
物
金
利
は
、

０
・
２
６
０
９
１
％
で
し
た
。

　
一
方
、
短
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
は
、

金
融
機
関
が
優
良
企
業
向
け
の
短
期
貸

出
（
主
に
１
年
未
満
の
期
間
の
貸
出
）

に
適
用
す
る
最
優
遇
金
利
で
す
。
都
市

借入金の返済負担を減らすには、実質金利（実際に払ってい
る利息の金利）から自社の資金計画を見直すという視点も大
事です。ここでは、実質金利の確認方法と実質金利を下げる
方法を解説します。

上田　真一
銀行取引コンサルタント

借入金利の上昇に
備えて
把握しておきたい
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銀
行
の
短
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
は
、
最

頻
値
で
１
・
４
７
５
％
（
２
０
０
９
年

１
月
13
日
以
降
、
執
筆
時
点
の
２
０
２

４
年
３
月
ま
で
変
わ
ら
ず
。
日
銀
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
にT

IBO
R

・
３
か
月
物

と
短
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
の
ど
ち
ら
を

基
準
金
利
と
す
る
か
に
よ
っ
て
も
、
表

面
金
利
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　
借
入
金
利
を
み
る
と
き
に
は
、
表
面

金
利
だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
身
で
あ
る

基
準
金
利
の
元
と
な
る
金
利
を
必
ず
確

認
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
　
プ
ラ
ス
α
部
分
の
決
ま
り
方

　
次
に
プ
ラ
ス
α
の
部
分
で
す
が
、
融

資
先
企
業
の
信
用
格
付
け
や
競
合
他
行

の
金
利
水
準
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
業
績
が
良
好
で
財
務
内
容
が
強
固

な
融
資
先
は
、
当
然
、
信
用
格
付
け
が

上
位
と
な
り
（
貸
出
リ
ス
ク
が
小
さ
い

と
み
な
さ
れ
）、
プ
ラ
ス
α
部
分
、
す

な
わ
ち
基
準
金
利
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金

利
は
小
さ
く
（
割
り
引
き
さ
れ
る
場
合

は
大
き
く
）
な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
信
用
格
付
け
が
高
け
れ

ば
、
基
準
金
利
も
企
業
に
と
っ
て
有
利

な
も
の
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
金
利
の
高

低
に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
社
の

信
用
格
付
け
が
よ
り
上
位
に
位
置
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
業
績
を
上
げ
て
い
く
努

力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

⑵�

　
金
融
機
関
に
と
っ
て
の
「
実
質
金

利
」
と
は

　
金
融
機
関
で
は
、
実
質
金
利
を
融
資

先
企
業
と
の
取
引
に
お
け
る
採
算
性
・

収
益
性
を
計
る
指
標
の
１
つ
と
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
実
質
金
利
が
低
い
と

い
う
こ
と
は
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
、

「
採
算
性
・
収
益
性
が
低
い
融
資
先
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
金
融
機
関
は
慈
善
事
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
採
算
性
・
収
益
性
を
重
視

す
る
の
は
当
然
で
す
。
そ
の
た
め
担
当

者
等
は
、
実
質
金
利
を
引
き
上
げ
て
い

く
た
め
に
、
貸
出
金
利
の
引
上
げ
、
預

金
取
引
の
増
大
、
金
融
商
品
成
約
に
よ

る
手
数
料
収
入
の
増
加
等
を
図
り
、
採

算
性
・
収
益
性
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を

考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
金
融
機
関

の
担
当
者
か
ら
、
融
資
以
外
で
の
営
業

セ
ー
ル
ス
ま
た
は
提
案
が
な
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
あ
ま
り
に
採
算
性
・
収
益
性

が
低
い
中
小
企
業
の
融
資
案
件
で
は
、

本
部
稟
議
の
際
、
預
金
、
金
融
商
品
等

の
成
約
や
金
利
引
上
げ
等
を
条
件
に
、

貸
出
承
認
が
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　
筆
者
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
融
資
案
件

の
可
否
に
お
い
て
は
、
行
内
で
賛
否
が

分
か
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

実
質
金
利
と
は

⑴
　
実
質
金
利
の
決
ま
り
方

　「
実
質
金
利
」
は
、
借
入
取
引
だ
け

で
な
く
、
預
金
も
含
め
た
総
合
取
引
か

ら
算
出
さ
れ
る
金
利
で
す
。
次
の
よ
う

な
簡
単
な
数
式
で
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
預
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
３
か
月
や

半
年
の
平
均
残
高
を
使
っ
て
求
め
る
ケ

ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
中
小
企
業
が
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ

を
す
る
際
、
多
く
の
場
合
は
「
元
金
均

等
分
割
返
済
」
で
返
済
を
し
ま
す
。
元

金
均
等
分
割
返
済
の
１
か
月
あ
た
り
借

入
利
息
は
、

で
計
算
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
１
０
０
０
万
円
を
５
年

返
済
の
金
利
１
％
で
借
り
入
れ
た
と

き
、
元
金
の
月
返
済
額
は
16
万
７
０
０

０
円
（
た
だ
し
、
最
終
月
は
14
万
７
０

０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

　
借
入
残
高
が
毎
月
16
万
７
０
０
０
円

確
実
に
減
る
こ
と
で
、
利
息
負
担
は

徐
々
に
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ん
。
し
か
し
、
融
資
条
件
、
特
に
金
利

水
準
の
高
低
で
は
賛
否
の
分
か
れ
る
こ

と
が
結
構
あ
り
ま
す
。

　
企
業
側
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
金
融

機
関
側
の
事
情
を
踏
ま
え
、
正
確
と
ま

で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
あ
る
程
度
は

自
社
の
金
融
機
関
ご
と
の
実
質
金
利
を

把
握
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

実
質
金
利
を
下
げ
る
方
法

　
前
述
し
た
と
お
り
、
実
質
金
利
は
、

（
借
入
利
息

－

預
金
利
息
）

÷（
借
入
残

高

－

預
金
残
高
）×
１
０
０
で
求
め
ら

れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
預
金
残
高
が
大

き
く
な
る
ほ
ど
分
母
の
数
値
が
小
さ
く

な
り
、
実
質
金
利
が
上
が
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
逆
に
預
金
残
高
が
小
さ
く
な

れ
ば
、
実
質
金
利
は
下
が
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
実
質
金
利
を
下
げ
よ
う
と

考
え
る
な
ら
、
預
金
残
高
を
小
さ
く
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
金
融
機

関
の
担
当
者
が
、
な
ぜ
定
期
性
預
金
や

積
立
定
期
預
金
を
セ
ー
ル
ス
す
る
の
か

が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
金
融
機
関
の
担
当
者

は
、
単
に
目
標
完
遂
の
た
め
に
預
金
を

セ
ー
ル
ス
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
本
質
的
に
は
、
取
引
の

 （
借
入
利
息

－

預
金
利
息
）÷（
借
入

残
高

－

預
金
残
高
）×
１
０
０

借
入
残
高
×
金
利（
％
）×
１
12
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図表２�　Ａ行とＢ行の実質金利

A行の実質金利＝（380－0.3）÷（50,000－30,000）×100＝1.899%

B行の実質金利＝（400－0.005）÷（25,000－500）×100＝1.633%

※実質金利＝（総借入利息－総預金利息）÷（総借入残高－総預金残高）×100

（単位：千円）

（単位：千円）

A行 B行

借入科目 借入金額 借入金利 借入利息 借入金額 借入金利 借入利息

当座貸越 10,000 0.300% 30 0 ─ 0

手形貸付 10,000 0.500% 50 10,000 1.000% 100

割引手形 0 0.500% 0 0 1.000% 0

証書貸付 30,000 1.000% 300 15,000 2.000% 300

合計 50,000 ─ 380 25,000 ─ 400

預金科目 預金金額 預金金利 預金利息 預金金額 預金金利 預金利息

普通預金 10,000 0.001% 0.1 500 0.001% 0.005

当座預金 10,000 0% 0 0 0% 0

定期預金 5,000 0.002% 0.1 0 0.002% 0

積立預金 5,000 0.002% 0.1 0 0.002% 0

合計 30,000 ─ 0.3 500 ─ 0.005

採
算
性
・
収
益
性
を
高
め
る
１
つ
の
手

段
と
し
て
、
金
融
機
関
は
「
実
質
金

利
」
を
引
き
上
げ
た
い
の
で
す
。

　
で
は
、
金
融
機
関
と
の
取
引
状
況
に

よ
り
、
実
質
金
利
が
表
面
金
利
と
ど
れ

だ
け
違
っ
て
く
る
の
か
確
認
し
て
み
ま

　
実
質
金
利
は
、
Ａ
行
が
１
・
８
９

９
％
、
Ｂ
行
が
１
・
６
３
３
％
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
行
の
表
面
金
利
は
、
Ｂ
行
の
表
面

金
利
の
２
分
の
１
の
水
準
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
質
金
利
は
Ｂ
行
を

０
・
２
６
６
％
ほ
ど
上
回
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
預
金

残
高
が
Ｂ
行
に
比
べ
て
大
き
い

か
ら
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
Ａ
行
は
貸
出
の

表
面
金
利
が
Ｂ
行
よ
り
低
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
金
利
に

お
い
て
は
Ｂ
行
よ
り
高
く
、
収

益
性
・
採
算
性
の
面
で
優
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
Ｘ
社
側
の
視
点
か
ら

考
え
る
と
、
Ｘ
社
は
、
実
質
金

利
を
容
易
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
ど
の
金
融
機
関
に
預
金

を
す
る
か
に
よ
っ
て
、
実
質
金

利
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
図
表
１
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、

表
面
金
利
だ
け
を
み
れ
ば
、
Ｘ

社
は
Ｂ
行
の
借
入
金
利
を
引
き

下
げ
た
い
と
考
え
る
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
実
質
金
利
で

は
、
じ
つ
は
Ａ
行
の
ほ
う
が
高

い
こ
と
か
ら
も
、
金
利
交
渉
は

し
ょ
う
。

　
図
表
１
は
、
Ｘ
社
と
、
Ａ
行
と
Ｂ
行

と
の
取
引
状
況
で
す
。
そ
し
て
、
図
表

１
を
踏
ま
え
、
Ａ
行
、
Ｂ
行
そ
れ
ぞ
れ

の
実
質
金
利
を
計
算
し
た
の
が
図
表
２

で
す
。

難
航
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
Ｂ
行
以
外
の
取
引
金
融
機

関
か
ら
預
金
を
Ｂ
行
に
振
り
替
え
、
Ｂ

行
の
実
質
金
利
を
引
き
上
げ
て
か
ら
金

利
交
渉
を
し
ま
す
。
こ
の
ほ
う
が
、
借

入
金
利
を
下
げ
ら
れ
る
確
率
は
グ
ッ
と

高
ま
る
は
ず
で
す
。

　
さ
ら
に
、
金
融
機
関
は
Ｘ
社
だ
け
で

な
く
、
そ
の
関
連
会
社
や
社
長
、
役

員
、
従
業
員
等
の
個
人
の
預
貸
金
取
引

な
ど
も
総
合
し
た
取
引
に
お
け
る
実
質

金
利
も
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
は
、
法
人
の
預
貸
金
や
手

数
料
取
引
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
給
与

振
込
み
、
年
金
振
込
み
、
退
職
金
の
振

込
み
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
要
は
、
法
人
取

引
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
す
る
個
人
取

引
を
含
め
た
総
合
取
引
で
、
取
引
企
業

が
ど
の
程
度
収
益
を
も
た
ら
し
て
く
れ

て
い
る
か
を
計
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
法
人
の
取
引
だ
け
で

は
預
金
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
も
影

響
が
小
さ
い
場
合
は
、
そ
の
金
融
機
関

と
の
個
人
取
引
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
実
質
金
利
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
実
質
金
利
ば
か

り
で
な
く
、
表
面
金
利
の
引
下
げ
交
渉

も
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

う
え
だ

　し
ん
い
ち
　
広
島
総
合
銀
行
（
現
も
み
じ
銀
行
）
で
１
０
０
０
件
超
の
融
資
案
件
を
ま
と
め

た
後
、銀
行
取
引
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
独
立
。
中
小
企
業
へ
の
資
金
調
達
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う
。

図表1　Ｘ社のＡ行、Ｂ行との取引状況
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